
（２）コストを考慮した取引の実施
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コストを考慮した取引の実施（考え方）

○ 売り手はコストを把握し、買い手に説明。買い手は説明を受けたコストを考慮。その上で、最終的な取引価格は当事者間で決定。
〇 コストに関する説明が十分理解されるよう、コスト考慮の具体的な方法（コスト指標の活用方法等）を明確化。
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買い手
（小売業者等）

①費用の説明

売り手
（生産者等）

• 生産・製造に要する費用を把握し、
買い手に対して明確化・見える化

• 費用が変動した際、買い手に対し、
その水準や要因等を説明

【新たな仕組み】
需給や品質を基本としつつ、合理的な費用を「考慮」

• 売り手から費用の説明があった場合
には、速やかに価格交渉

• 需給や品質を基本としつつ、
売り手から説明のあった費用を考慮
し、価格改定等を検討

【価格形成の基本】
需給や品質を「反映」して価格を決定

②費用の考慮

③双方合意の下、当事者間で価格を決定

コスト考慮の具体的な方法を明確化
（「コスト指標」を活用）



《参考》 コストの把握・説明の取組事例
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【JA全農いばらき】

〇 生産費が考慮された価格形成の実現に向け、農業生産資材の価格高騰の影響を数値で⽰すため、野菜や果樹、花き等を
対象とし、県の統計を基に、肥料、農薬、光熱動力、出荷資材、労働賃金、運賃について、2018年度と2022年度の生産費を
比較し、その上昇額を算出した「試算表」を作成。

〇 ⼤手卸売会社向けに説明会を開催し、当該試算表を小売業者のバイヤー等との価格交渉の場で活用することを要請。
また、県内の各市場や直接取引している食品企業等にも説明。

〇 これらの取組により、取引価格の値上げに応じる取引先も見られ、価格交渉の場で生産費の上昇を客観的に⽰すことの重要
性が再認識されているところ。

（令和５年度食料・農業・農村白書より）





３ 賃上げによる購買力の確保等
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４ 本日御議論いただきたいこと

26



10月24日協議会での主な御意見
１ 生産者
（１）米や野菜を含め、このまま何の対策も打たない場合には供給の持続性に支障が生じる、ということを前提として議論をさせていた
だきたい。野菜については、キャベツ、玉ねぎについて資料で説明されていたが、他の野菜についても持続性に支障がある品目があると考
える。野菜を生産する基幹的農業従事者の平均年齢は68歳を超えているなど、今後も更なる生産基盤の縮小が懸念。

（２）野菜の状況について、例えば白菜、レタス、ナス等といった品目についても、生産コストが増加する一方で価格が低迷しており、持
続的な生産が危ぶまれている状況にあると認識。どのような品目で議論するべきか、論点になると思うが、是非ワーキンググループの
中で協議いただきたい。

２ 製造業者
（１）供給の持続性に支障が生じているかどうかについて、しっかりと農業生産者サイドからデータやファクトを出して議論をする場として、
ワーキンググループを活用してはどうか。

３ 卸売業者
（１）国産野菜の市場経由率は80％近くであり、卸売業の経営が安定しなければ、消費者への供給の持続性への支障が懸念され
るということにも御留意いただきたい。

４ 小売業者
（１）スーパーマーケットが企業価値を損なわず、消費者に良い商品を「納得価格」で提供できる体制を構築していただきたい。生産者
も消費者も納得がいく価格の形成を目指し、米・野菜についてもそれぞれWGを立ち上げて、議論を行っていただきたい。

（２）野菜全てに、供給の持続性の懸念があるとは到底思えない。野菜の中でも、どれとどれが危ないのか。例えばキャベツ農家の数
がこれほど減っているといったようなデータを⽰していただければ、もしかしたら納得する材料になるかもしれないが、今の資料では到底納
得できない。

（３）消費者のために買える範囲内の価格転嫁というものに何とか抑えるための努力が我々としては必要なのではないか。その辺りを
ワーキンググループでしっかりと議論するべき。単なる今迄のやり方を前提とした押し付け合いだけではあまり意味がない。

５ 消費者
（１）どのような価格が形成され、どのようなコストが存在するのかを関係者が一同に理解することは良いことだと思うので、仕組み化につ
ながるかどうかも含めて、丁寧に議論されると良いと思う。 27




